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教職員 • 学生
共通企画
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雇用の現状
ハローワーク品川　
就職支援コーディネーター（障がい者支援担当）
　　　　　　　　　　　　　　小林　武弘　氏
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1.88(1.82) 47.2(44.7) 46,450 27,614

1.49(1.46) 44.7(44.1) 21,869 21,122

1.68(1.58) 50.2(45.9) 17,001 6,437

1.79(1.76) 44.0(42.5) 3,670 52

1.89(1.83) 44.6(41.7) 2,488 3

2.09(2.05) 55.0(49.5) 1,422 0
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本事業の目的は、全国の聴覚障害学生が在籍する大学およ

び関係諸機関間のネットワークを形成し、高等教育機関で

学ぶ聴覚障害学生への支援体制確立を図ることです。支援

にまつわる情報や実践の蓄積と、全国の大学・機関に向け

た発信を目指して活動を行っています。

※設立当初は、日本財団の助成による
PEN-International（聴覚障害者のための国
際大学連合）の支援を受け、発足しました。
現在は、筑波技術大学の実施する「聴覚障
害学生支援・大学間コラボレーションスキー
ム構築事業」内で運営されています。

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan)
は、2004 年筑波技術大学の呼びかけにより結成されたネット
ワークです※。事務局は、筑波技術大学障害者高等教育研究支
援センターに置かれており、聴覚障害学生を受け入れ、積極
的に支援を行っている連携大学・機関にとともに活動を続け
ています。

―聴覚障害学生支援の明日を切り拓く

平成25年度バリアフリー・ユニバーサル
デザイン推進功労者表彰を受賞！

（授賞式にて安倍晋三内閣総理大臣から表彰される村上芳則前代表）

本ネットワークのこれまでの取り組
みが認められ、平成 25 年 12 月 9 日
に、内閣府による平成 25 年度バリ
アフリー・ユニバーサルデザイン推
進功労者表彰【内閣総理大臣表彰】
を受賞しました。皆様のご理解、ご
協力に厚く感謝申し上げます。

Postsecondary Education Programs Network of Japan：  for Students who are Deaf or Hard of Hearing
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こんな活動をしています

Postsecondary Education Programs Network of JapanPEPNet-Japan

全国の大学で、より高いスタンダー
ドでの合理的配慮の提供がなされ
ていくよう、基盤の構築を図ってい
ます。連携大学・機関間での情報交
換の機会を持つと同時に、各連携
大学・機関のリードによって、各地
域における合理的配慮提供に関す
る勉強会や事例検討会の開催を促
進しています。

これまで支援が困難であった分野や
事例が少ない分野を取り上げ、新た
な支援事例の創出を図っています。
支援学生の主体性を引き出し学内
の支援コミュニティを活性化させる
モデル事例集や、地域通訳者との連
携のあり方について提案するハンド
ブック等で、成果を発信しています。

活動実績：
平成25・26年度「情報保障者における主体性の醸成を目指したマネジメ
ント」（主幹：みやぎDSC）
平成28年度「聴覚障害学生の意思表明支援―支援担当教職員の役割を
中心に―」（主幹：関東聴覚障害学生サポートセンター）

これまでに実施してきた遠隔情報
保障事業の成果をもとに、Webサ
イトを通じた支援者の共有・養成を
可能にするための体制や、技術認
定のしくみについて検討していま
す。大学を超えた支援者共有によっ
て人材不足の解消や支援の質向上
を目指しています。

これまでの活動で得た知見や
作成した教材をもとに、聴覚障
害学生支援に関わる研修会を
開催しています。

これまでの実績：
　障害学生支援教職員研修会
　聴覚障害学生エンパワメント研修会　など

PEPNet-Japanの活動成果を広く発
信するとともに、全国の大学の支援
実践について情報交換をすること
を目的に、毎年１回シンポジウム
を開催しています。

DVDシリーズ「Access!聴覚障害学
生支援」をはじめとする多様な教材
を作成し、全国の大学・機関関係者
に広く配布しています。

聴覚障害学生支援に関わる方々の情報共有とディスカッションのため、
メーリングリストを開設し、運営しています。

連携大学・機関から選出された委員
により構成された運営委員会を開催
し、ネットワークの活動方針や事業
計画を協議しています。

作成した教材をはじめ、聴覚障害学生支援に関わる多彩
な情報をホームページ上で発信しています。
URL  http://www.pepnet-j.org
（右のQRコードからご覧いただけます）

PEPNet-Japanで取り組んでいる事業の様子やイベントの
お知らせ、成果物のご案内をしています。
PEPNet-Japan公式アカウント：
@PEPNet_Japan
（右のQRコードからフォローできます）

Twitterアカウントの運用

各種研修会の開催

大学全体の支援体制引き上げ

遠隔情報保障技術を活用した支援者の養成・共有
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Postsecondary Education Programs Network of Japan：  for Students who are Deaf or Hard of Hearing

聴覚障害や情報保障の基本的
な知識に加え、障害者差別解
消法に関わるトピックを追加
した支援関係者必読の冊子。
Webでリーフレット版も公開
しています。

聴覚障害学生が自ら周囲の
人々に働きかけ、必要な支援
を生み出す「エンパワメン
ト」に関して、基本的な概念
や大学で取り組むことのでき
るさまざまな実践について紹
介しています。

聴覚障害学生のエンパワメント事例集

―PEPNet-Japan TipSheet集（改訂版）
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Postsecondary Education Programs Network of Japan：  for Students who are Deaf or Hard of Hearing

大学での情報保障（手話通訳・
文字通訳）を地域通訳に依頼す
る際に活用できるハンドブッ
ク。地域通訳者の養成方法や依
頼手順のほか、関係者との連携
のあり方などを詳細に記載して
います。

支援学生がより主体的に活動
し、支援の質向上や支援組織
の発展的な運営に貢献するた
めの事例集。具体的な実践例
を多数収録しています。

大学教職員のための地域通訳依頼ハンドブック

学生同士がつながる支援コミュニティづくり

―よりよい連携を目指して

遠隔情報保障支援の導入に関わ
る手順や多様な活用事例を紹介
したマニュアルと、研修会報告
を含む４年間の事業報告書。基
礎知識から将来像まで網羅した
２冊です。

遠隔情報保障実践マニュアル・事業成果報告書

―支援学生の「主体性」を引き出すマネジメント
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在籍なし

短期大学 39 校
大学 363 校

高等専門学校 20 校

Postsecondary Education Programs Network of Japan：  for Students who are Deaf or Hard of Hearing

聴覚障害学生支援の現状

聴覚障害学生の在籍状況

聴覚障害学生に対する支援

　現在、全国の高等教育
機関（以下、大学等）に
は 1600 人以上の聴覚障
害学生が在籍しています。
しかし、彼らに対して必
要なノートテイク等の支
援を提供できている大学
は、四割以下となってい
ます。

ノートテイク　授業中の教員の説明
や音情報を文字で書いて伝える方法
で、２～３名の支援者が交代でサ
ポートを行います。

（日本学生支援機構 , 2015）

パソコンノートテイク　ノートテイ
クと同様に音情報をパソコンで入力
していく方法です。専用ソフトを用
いることで、複数の入力者が協力し
て情報を伝えることができます。

手話通訳　聞こえてくる音情報を手
話で伝えていく方法です。ゼミなど
で利用されることが多く、外部団体
から派遣を受ける例もあります。

35.6% 37.0％

1613 人

37.0％

聴覚障害学生支援の展望

障害者差別解消法の施行

文部科学省の動き

　いよいよ各大学が「覚悟」を持っ
て障害学生支援に取り組まなけれ
ばならない時代がやってきたと言
えます。すべての学生が実りある
学生生活を送れるよう、ともに取
り組みを続けていきましょう！

等等

ノートテイク
による支援
156 校

　平成28年4月「障害を理由とす
る差別の解消の推進に関する法律
（障害者差別解消法）」が施行さ
れ、すべての大学等でも障害者へ
の不当な差別的取扱いが禁止され
ました。また、障害者への合理的
配慮提供に関する義務が課せられ
ています。さらに、「障害を理由
とする差別の解消の推進に関する
基本方針」では、ハード面、ソフ
ト面の環境整備や、相談及び紛争
の防止等のための体制整備の重要
性が明記されています。

障害学生への
合理的配慮提供

国公立大学

私立大学

法的義務

努力義務

　障害者差別解消法の施行に合わせ、文部科学省では「文部
科学省所轄事業分野における障害を理由とする差別の解消の
推進に関する対応指針」を制定・公開しました。私立大学は
この指針に則り、国立大学は各自対応要領を制定して、体制
整備と支援の提供を行っていくことになります。文部科学省
では法の施行に先駆けて検討を始め、平成24年12月に「『障
がいのある学生の修学支援に関する検討会』報告（第一次ま
とめ）」が出されています。さらに、平成28年4月に「障が
いのある学生の修学支援に関する検討会（平成28年度）」が
立ち上げられ、法律を踏まえた今後の支援のあり方につい
て、検討が進められています。
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代表 　

大越教夫   筑波技術大学・学長

運営委員

井坂行男　  大阪教育大学障がい学生修学支援ルーム・ルーム長
三好茂樹　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授
新國三千代  札幌学院大学人文学部・教授
松﨑　丈　  宮城教育大学教育学部・准教授
高橋明美　  みやぎDSC・スタッフ
斉藤くるみ  日本社会事業大学・教授
倉谷慶子　  関東聴覚障害学生サポートセンター・コーディネーター
広瀬洋子　  放送大学教育支援センター・教授
金澤貴之　  群馬大学教育学部・教授
髙橋岳之　  愛知教育大学教育学部・准教授
藤井克美　  日本福祉大学・非常勤教授
梶山玉香　  同志社大学障がい学生支援室・室長
中野聡子　  大阪大学キャンパスライフ支援センター・講師
松岡克尚　  関西学院大学人間福祉学部・教授
林田真志　  広島大学大学院教育学研究科・准教授
加藤哲則　  愛媛大学教育学部・准教授
太田富雄　  福岡教育大学障害学生支援センター・教授
島村　聡　  沖縄大学人文学部・准教授
石原保志　  筑波技術大学・副学長
須藤正彦　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・センター長
白澤麻弓　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授

事務局長　
白澤麻弓 　筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授

事務局長補佐
萩原彩子　 　筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・助手

事業コーディネーター
磯田恭子　　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・助手
中島亜紀子 　 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・助手

事務局員
佐藤正幸 　 筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・教授
山田重樹  　筑波技術大学聴覚障害系支援課・課長
三好茂樹　　  筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・准教授
河野純大  　 筑波技術大学産業技術学部産業情報学科・准教授

 　 
 　 

事務局

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク事務局

PEPNet-Japan 検索

PEPNet-Japan

本事業は、筑波技術大学「聴覚障害学生支援・大学間コラボレーション
スキーム構築事業」の活動の一部です。

お問い合わせ先

〒305-8520　茨城県つくば市天久保 4-3-15
　筑波技術大学　障害者高等教育研究支援センター
　URL　http://www.pepnet-j.org
　TEL/FAX 029-858-9438
　E-mail pepj-info@pepnet-j.org
担当：白澤麻弓（筑波技術大学 准教授）

札幌学院大学
宮城教育大学
みやぎDSC
群馬大学
東京大学
早稲田大学
日本社会事業大学
関東聴覚障害学生サポートセンター
放送大学　教育支援センター
静岡福祉大学
愛知教育大学
日本福祉大学
同志社大学
立命館大学
大阪大学
大阪教育大学
関西学院大学
広島大学
四国学院大学
愛媛大学
福岡教育大学
沖縄大学
筑波技術大学

PEPNet-Japan 連携大学・機関

事務補佐員
石野麻衣子   筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・特任研究員
平良悟子    筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・技術補佐員

筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター・技術補佐員吉田未来

運営委員会

（2016年7月1日現在）
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●　札幌学院大学
●　宮城教育大学
●　みやぎDSC
●　群馬大学
●　東京大学
●　早稲田大学
●　日本社会事業大学
●　関東聴覚障害学生サポートセンター
●　放送大学　教育支援センター
●　静岡福祉大学
●　愛知教育大学
●　日本福祉大学
●　同志社大学
●　立命館大学
●　大阪大学
●　大阪教育大学
●　関西学院大学
●　広島大学
●　四国学院大学
●　愛媛大学
●　福岡教育大学
●　沖縄大学
●　筑波技術大学

日本聴覚障害学生
高等教育支援ネットワーク
（PEPNet-Japan)

連携大学 • 機関　活動紹介

センター

福岡教育大学
愛媛大学

広島大学

関西学院大学

日本福祉大学
愛知教育大学
静岡福祉大学

放送大学  教育支援センター

同志社大学

群馬大学

札幌学院大学

宮城教育大学
みやぎDSC

筑波技術大学
関東聴覚障害学生サポート
東京大学

立命館大学

四国学院大学

日本社会事業大学

大阪教育大学

早稲田大学

沖縄大学

大阪大学
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聴覚障害学生支援に関する
実践事例コンテスト 2016

発表内容紹介
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ふりかえりウィーク 支援室交流会
支援者の心構え

技術向上サポート術向上サポ

かえりウィ 支援 交流会流会会
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…

共
育
（
み
ん
な
が
共
に
育
つ
）

共
創
（
み
ん
な
で
共
に
創
っ
て
い
く
）

共
走
（
み
ん
な
で
共
に
走
る
）

活発な学生活動

多種多様な学科・専門性

多種多様な関わり方

学生同士による研鑽

2016‘15‘14‘13

障がい学生修学支援ルーム

・多種多様な学科があることによって
   学生支援マインドが統一されていない？
・大教大の支援が確立してきたからこそ
   「支援の在り方」について考えなくなった？
・コミュニケーションが不足している？

・多種多様な関わり方ができるからこそ、
   チャレンジ精神が高い学生が偏る？

・「創る」視点 「維持・発展させる」視点？

・知らない できない、になっている？

これから

支援利用学生が
核となる支援を！

技術、意識、伝統
の引き継ぎ！

様様な関な関わり

様な学科・専門性

多種多様様

学生同士による研鑽

り方活発な学な学な学生活生活生活動動

多種多様

スキル認定遠隔支援

模擬授業

PCテイク特待生
手話Wonderful

支援マインドの継承
（勉強会や議論など）

誰もが楽しい
交流会を企画

支援に関する
会議の設置

先輩による
説明会・勉強会
の設置

チャレンジ精神を高める

コミュニケーションの
初めの一歩を支援

個性や人権の尊重による

支援技術等の向上による
支援マインド醸成による

）

て
い
く
））
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CONTACT   
ADDRESS 10-1 TEL 076-253-3925 E-mail gakusei@seiryo-u.ac.jp 
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t-miki@tokai-u.jp  
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問い合わせ先　　　　　　　〒603-8354　京都府京都市北区等持院西町 60-10
特定非営利活動法人ゆに 事務局 障がい学生支援担当 TEL: 075-468-1633 FAX: 075-468-1666
Mail: info@unikyoto.com Web: http://www.unikyoto.com/ Twitter: @unikyoto fb: unikyoto

特定非営利活動法人 ゆに

課題
「とりあえず情報保障を行う」こと、「情報を保
障する」ことは似ているようで違います。情報
保障者が目指すべきところは「情報を保障する」
ことです。
聴こえたことを文字で伝える（≠文字にする）。
そのためには、対象分野の基礎知識、通訳のテ
クニック、入力のスキル等が必要です。
ゆには各大学の情報保障の質をよりよくする活
動をおこなっています。

活動内容
・テイク講座の定期開催（無料）
　参加者のレベルや担当授業に合わせた練習
　学内テイカー登録の条件としても活用
　（学内講座かどちらかの受講が必須）
・各大学での要望に応じた講座開催
　大学の現状に合ったスキルアップ講習や相談会
・スキルのある情報保障者の派遣・アドバイス

まとめ
情報保障のゴールは「書くこと・打ち込むこと・
表示することで」はなく、聴こえていればわかる
はずの「情報が伝わる」こと。
必要なスキルや情報を大学や学生と共有していく
ことで、どの大学でも質の高い情報保障を受けら
れる環境づくりをお手伝いしています。

【ポイント例】表記の使い分け
母は歯は丈夫です　　　　　　　（意味と表記）

ははは、はは、じょうぶです　　　　　（表記）

ハハ　ワ　ハ　ワ　ジョウブ　デス　　　（音）

発音を伝える場合と、意味を伝える場合と適切
な表記はどちらでしょうか？

【ポイント例】意味の把握
主要語の脱落（意外と気付かない）

正：1000 件の建物の看板を撤去しました。

　　　　　　　　　  （目的語）

誤：1000 軒の建物を撤去しました。

　　
間違った語句はなくても、結果的に
全く違う意味になってしまう。

聴こえたことを書く

聴こえたことを打つ 情報保障

ゆに とは ” ゆに ” とは、大学で (University) 誰もが (Universal) 同じように学べるようにするた
めのユニーク (Unique) な組織 (Unity) といった意味をこめた名前で、障害学生支援を
専門とするNPO法人です。代表の佐藤（筋ジストロフィ当事者）や周囲のサポーター
の障害学生支援の経験から生まれました。大学間でのサポーターの共有やサポーター
養成、大学からの相談、障害学生からの相談受付、自宅生活の支援などを行っています。

代表 佐藤謙

情報を保障するために

情報保障のステップ
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